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下関海峡エリアビジョン調査特別委員会調査結果報告 

 

　それでは、本特別委員会における調査を終了しましたので、令和５年１２月定例会

で御報告させていただいた中間報告以降に実施した調査の概要並びに活動状況につ

いて御報告いたします。 

昨年に引き続き、委員長に私、東城しのぶが、副委員長に阪本祐季委員が選任され、

中間報告以降も、あるかぽーと・唐戸エリアマスタープランの対象エリアを中心に、

あるかぽーと・唐戸エリアマスタープランデザイン会議の開催に、ほぼ呼応する形で

委員会を開催し、個別事業の取組状況や、その見通しについて報告を受けるとともに、

時には、採決権は付与されておりませんが、連合審査会に参加し、意見・要望を伝え

てまいりました。 

また、これに並行して、エリア周辺自治会、まちづくり協議会、唐戸商店会、株式

会社星野リゾートなどの関係者を参考人として 招 聘 し、そこで聴取した意見や要
しょうへい

望を踏まえ、二度にわたり提言書を市長へ提出いたしました。 

この提言書につきましては、委員会を開催して回答を求め、事業が進行中のものも

ございますが、その回答については概ね了としたところであります。 

なお、提言内容とそれに対する回答につきましては、御手元に配付のとおりでありま

す。 

また、本特別委員会は、執行部に対し、あるかぽーと・唐戸エリアマスタープラン

推進事業における令和５年度から令和７年度までの三か年にわたる総括を求めたと

ころであり、執行部から、まず実施した事業の評価として、アンケートでは、回答者

の約９割が、モバイルファニチャーの設置によって岸壁の魅力や利便性が向上したと

評価しており、市外からの来訪者による利用も多数確認され、通行者の滞留を促すこ

とで、新たな滞在層の獲得につながった。 

新鮮活魚唐戸朝市については、令和７年６月に実施し、約１万人にご来場いただき、

公式ＬＩＮＥの登録者も３，０００人を超え、観光色が強まっていた唐戸市場を、市

民の台所として再認識してもらうきっかけとなった。 

アンケートでは、定期開催を希望する声が多く寄せられていたことから、現在は、

唐戸市場業者連合・協同組合が主体となり、毎月第２・第４木曜日の定期開催へと発

展し、市民の日常利用の促進にもつながる取組になった。 
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また、様々な社会実験を継続してきたことにより、複数の団体から民間主導によるイ

ベント開催の相談も寄せられるなど、継続的な出店や参加意向を持つプレーヤーも現

れてきている。 

特に、門司港エリアのイベント主催者からは、関門連携による共同開催の打診もあ

り、現在開催に向けた調整を進めているところであり、これまでの取組が単発イベン

トにとどまらず、関門エリア全体へと広がり始めていることは大きな成果であると考

えている。 

さらに、唐戸朝市やモバイルオーダーなど、地先事業者が主体的に企画・運営する

動きも生まれ、新たなコンテンツの発掘につながるなど、行政主導から民間主体へと

徐々に移行しつつある点も重要な成果であるとの認識が示されております。 

また、推計ではあるものの、経済効果についても示され、令和６年度の観光消費額

は、基準年度である令和５年度と比較して約１７億５，０００万円の増加、令和７年

度においても、約９億５，０００万円の増加となり、地域経済へ一定の波及効果が生

まれているとの認識が示されております。 

一方、駐車場・交通アクセスについて、多くのイベントにおいて、駐車料金や渋滞

など、交通面に関する不満の声が寄せられており、また、滞在環境の面では、屋外イ

ベントが中心であることから、日陰やトイレ、ごみ箱など、快適に過ごすために必要

な環境整備が課題となっている。 

また、悪天候による中止や内容の変更も課題となっており、今後は、天候や季節に

左右されにくいコンテンツの発掘、開発が必要である。 

加えて、これまでの社会実験は１日から３日程度の単発開催が中心であり、連続開

催や通年開催、さらには閑散期対策を狙ったイベント開催など、効果検証が十分にで

きていないことから、今後は、イベントを開催することを目的にするのではなく、地

域に根づき、繰り返し訪れたくなるイベントとして定着させていく視点が重要であ

る。 

また、これまでの検証では、参加者数やアンケート結果が中心であり、人流や滞在

時間、消費行動といった定量データの蓄積や分析が十分ではなく、データに基づく戦

略立案ができていなかったことも大きな課題であるとの認識が示されております。 

今後については、令和５年度から令和７年度までの３年間の取組を一つの区切りと

し、令和８年度以降は、地先の事業者で構成する「みなと協議会準備会」を中心に、
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企画立案から実行までを一体的に担う体制へ移行していく。 

このため、これまでの体制を見直し、推進方針を担う推進会議は継続する一方で、

デザイン会議、カイキョーリボーンプロジェクト実行委員会、みなと協議会準備会の

三つの組織については、みなと協議会準備会へ統合し、データに基づくマーケティン

グを行うとともに、効果的かつ持続可能なコンテンツの企画・立案・実行を行う組織

へと発展させていきたい。 

また、将来的には、組織力の強化を図るマネジメント機能の検討を進め、稼げる組

織としての体制を構築するとともに、みなと協議会準備会を中心に、地域主体による

自主的なエリア運営を目指していく。 

一方で、この組織が担う業務は、単なる民間収益事業ではなく、公共空間の利活用

やにぎわいの創出、回遊性向上など、地域全体の活性化に資する公共性の高い取組で

もある。 

そのため、市としては、公共的役割に対する適切な財政支援を検討するとともに、

国の支援制度の活用や新たな財源確保にも取り組み、持続可能な組織の構築につなげ

ていく。 

また、令和８年度は、これまでの実証を持続可能な地域運営へとつなげていく重要

な転換期であると認識しており、市としても、地域事業者とともに、通過型観光から

滞在型観光への転換を進め、「日本を代表するウォーターフロントシティ」の実現に

向け、着実に取り組んでいくとの見解が示されております。 

この報告に対して委員から、このたび、リゾナーレ下関がオープンし、Ａ地区をは

じめ、海響館、カモンワーフ、唐戸市場など、ウォーターフロントエリアの連携が進

んだ一方、回遊性の向上という面では、唐戸商店街になかなか人が流れていかないと

いう大きな課題があるとの意見がありました。 

また、唐戸商店街を巻き込んでこそ、あるかぽーと・唐戸エリア全体の発展につな

がっていくとの意見や、課題とされる交通渋滞についても、エリアが賑わえば賑わう

ほど、中通りを含め渋滞が発生することから、このエリアだけの問題ではなく、市全

体として、観光客を含め市民も快適に移動できるよう、全庁的な取組を求める意見が

なされております。 

本特別委員会の調査は、あるかぽーと・唐戸エリアを中心に行ってまいりましたが、

この下関海峡エリアビジョンの対象エリアは、下関駅から火の山にかけてとなりま
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す。 

火の山エリアについても、あるかぽーと地区と同様、事業の方向性が定まり、順調

に整備が進んでおります。 

また、市全体を見渡しますと、長府地区では、城下町長府地区散策拠点等整備事業

をはじめとした整備が進み、旧四町においても、豊北地域リノベーションのまちづく

りをはじめとする取組が各地域へ広がりつつあります。 

これらの取組がそれぞれの拠点で終わることなく、地域同士がつながり、その相乗

効果によって、交流人口や定住人口の拡大につながることを期待します。 

そして、下関駅エリアにつきましては、下関駅前リニューアル推進検討業務が進む

中、大丸下関店の令和９年８月末での閉店という衝撃のニュースが飛び込んでまいり

ました。 

跡地利用については、現在、本市に委ねられているところですが、ぜひ、前田市長

におかれましては、下関市民にとって最善となる御判断を、適切な時期にしていただ

くことを強く求めます。 

本特別委員会は、この報告をもって活動を終了しますが、今後は、各常任委員会、

時には全員協議会において報告を求めるなど、引き続き、議会として事業の進捗を注

視するとともに、市民の意見を執行部に届けてまいる所存でございます。 

以上、本特別委員会の調査結果報告とさせていただきます。



下 共 第 ３ ４ １ 号

令和７年（2025 年）５月１２日

下関海峡エリアビジョン調査特別委員会

特別委員長 東城 しのぶ 様

下関市長 前田 晋太郎

下関海峡エリアビジョン調査特別委員会調査結果に基づく提言に対

する回答について

平素より下関海峡エリアビジョンの推進に関しましてご理解とご協

力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、令和７年１月にご提出いただきました標記の件につきまして、

別添のとおり回答いたします。



























下 共 第 ５ ２ ３ 号

令和８年（2026年）６月１５日

下関海峡エリアビジョン調査特別委員会

特別委員長 東城 しのぶ 様

下関市長 前田 晋太郎

下関海峡エリアビジョン調査特別委員会調査結果に基づく提言に対

する回答について

平素より下関海峡エリアビジョンの推進に関しましてご理解とご協

力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、令和８年１月にご提出いただきました標記の件につきまして、

別添のとおり回答いたします。
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要望団体名 下関海峡エリアビジョン調査特別委員会

回答担当課 港湾局経営課

要望内容

１．あるかぽーと地区のハード面での整備については、用地の地権者であり、施設整

備の権限を有している港湾局が主体となって、計画・整備を進めていくこと。

回答

あるかぽーと地区について、これまで、行政財産用地においては、港湾局が緑地や

道路などを整備しております。普通財産用地においては、民間の投資による施設整備

を行っております。

今後も引き続き、港湾局が主導して官民連携による計画・整備を進めてまいります。
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要望団体名 下関海峡エリアビジョン調査特別委員会

回答担当課 共創イノベーション課

要望内容

２．みなと協議会については、既存の組織である「みなとオアシス」との役割分担を

明確にするとともに、民間のアイデア・活力を生かし、唐戸・あるかぽーと地区の賑

わいを創出していくためには必要な組織となることから、できるだけ早期に体制を整

備し、実走していけるよう市として十分な支援を行うこと。

また、プロポーザル等を活用して支援等を行う場合には、あくまでも当該協議会は

参加事業者が自らの意思で主体的に運営するものであることから、プロポーザルで業

務を担う事業者の思惑等により、協議会の方向性や運営方針が決定されることがない

よう、市として進捗状況や内容の把握はもちろんのこと、必要な場合には指導や助言

を行うこと。

回答

「みなとオアシス下関」は、地域住民の交流や観光振興を通じたまちづくりの推進

を図る役割を担っており、みなと協議会準備会は、地先事業者が主体となってマーケ

ティング等に取り組み、観光消費の拡大や新たなコンテンツの創出など、エリア全体

の「稼ぐ力」の向上を図るとともに、市民が日常的に訪れ、憩い、楽しめる空間やコ

ンテンツの創出を担います。両組織がそれぞれの役割を果たしながら相互に連携・補

完することで、来訪者の回遊促進やイベント等による賑わい創出に取り組み、エリア

全体の魅力向上につなげてまいります。

そのような中、みなと協議会準備会の早期体制整備と組織力の強化を図るため、市

が主体となり、プロポーザルにより選定した事業者の専門的な知見を活用しながら、

マーケティング等の取組に対するデータ分析や効果検証、戦略提案などの伴走支援を

実施してまいります。これにより、みなと協議会準備会が将来に渡って自立的かつ持

続的な運営を担うことができるよう、組織の確立に取り組んでまいります。
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要望団体名 下関海峡エリアビジョン調査特別委員会

回答担当課 共創イノベーション課

要望内容

３．多くの予算を投入し実証事業を行ってきたが、実現に至っていないものも数多く

あることから、今後、実証事業を行うに当たっては十分精査し、実現の可能性の低い

事業については中止を含めた検討を行うこと。また、実証事業で得たノウハウや結果

等について、事業化を検討している事業者等に提供するとともに、事業として成り立

つよう支援やサポートを行うこと。

回答

これまで、「カイキョーソトアソビ」や「唐戸朝市」など様々な実証事業を実施し、

その中には事業化につながった取組がある一方、継続的な事業展開に至っていないも

のもあります。

このため、今後の実証事業の実施にあたっては、目的を明確化するとともに、期待

される効果や収益化の可能性など、客観的に事業性を判断するための根拠が得られる

よう実証内容を企画してまいります。

また、実証後には、この結果を踏まえて、継続が困難と判断された取組については

見直しを行うとともに、効果や事業性が確認された取組については、事業の定着を図

るなど、事業化の可否を適切に判断してまいります。

さらに、実証事業で得られた来訪者動向や消費傾向、運営ノウハウ等については、

事業化を検討する民間事業者等へ情報提供を行うなど、伴走支援を行ってまいりま

す。
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要望団体名 下関海峡エリアビジョン調査特別委員会

回答担当課 市場流通課

要望内容

４．唐戸市場の改修については、唐戸市場関係者からの意見・要望等をしっかりと聴

取した上で事業を進めること。また、仮設市場等への引っ越しに当たっては多額の費

用が発生することから、市場関係者の負担が少しでも軽減するような措置を市として

講じること。

回答

唐戸市場のリニューアルにおいて、唐戸市場関係者から意見や要望等を聴取するた

め、唐戸市場内事業者全社を対象に、第一回目の個別面談を令和７年１０月２０日

（月）～令和７年１０月３１日（金）までで５６社と実施し、リニューアルの是非や

工事手法、仮設移転場所などについて意見を聴取いたしました。

令和８年１月２７日（火）には、唐戸市場内事業者全社を対象に説明会を実施し、

３７社４８名が参加し、リニューアル案や仮設施設案を提示いたしました。

第二回目の個別面談を令和８年２月１２日（木）から令和８年２月２７日（金）ま

で行っており、リニューアル案や仮設施設案について意見の聴取を行っております。

また、引っ越し費用等の負担措置については、他市の状況や情報を収集しながら検

討を行っているところでございます。

今後も唐戸市場関係者と継続的に協議の場を持ち、事業を進めてまいります。
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要望団体名 下関海峡エリアビジョン調査特別委員会

回答担当課 観光政策課、共創イノベーション課

要望内容

５．前回、当委員会から提出した提言のうち、「６.下関駅から唐戸にかけての周遊コ

ースの造成を求める」「７.実証事業を含め、ウォーターフロントエリアの将来像が市

民には見えていないことから、今後の事業展開について、市民への情報発信の徹底を

求める」の２項目について、周遊コースの造成についてはその後の進捗が見えていな

いこと、また、情報発信の徹底については、ホームページ等での情報発信がまだ不十

分であると思われることから、再度の検討を求める。

回答

現在、日本遺産に認定される「関門"ノスタルジック"海峡」を構成するレトロな建

物や、高杉晋作など幕末の志士ゆかりの史跡を巡る散策コース、サイクル県やまぐち

プロジェクトによる「自転車でまちなかを遊びつくす」をコンセプトとした「まちな

か Cycling・下関」、関門エリアのフォトジェニックな旅を届ける「カンモンハート」

など、様々な周遊コースが造成されていますが、十分な誘客に至っていないため、引

き続き観光客の動向に合わせた効率的かつ効果的なプロモーションを実施し、適切な

タイミングで情報が十分に行き渡るよう努めます。

また、当該エリアは歴史や文化だけでなく、景観や食など多彩な観光資源を複合的

に備えているため、今後は海峡特有の景色を楽しむだけでなく移動自体が付加価値と

なるマイクロモビリティの導入や、豊前田商店街を中心にイルミネーション装飾によ

るナイトタイムを演出するとともに、しものせき宿泊応援キャンペーン事業と連動す

ることで、観光施設・飲食店等の Google マップへの登録と施設情報の充実を図り、

観光客の多様なニーズに対応した周遊の機会を提供します。さらに、山口 DC 本番期

間中の週末に下関駅から城下町長府まで実証運行するオープントップバスにおいて、

周辺施設と連携した周遊チケットを販売することも検討しております。

現在進捗する「あるかぽーと・唐戸エリアマスタープラン」や「火の山地区観光施

設再編整備事業」や、下関駅周辺の新たな賑わい創出を目指す「下関駅周辺エリアリ

ニューアル推進事業」とも連携することで、より一層の観光客の周遊性拡大及び滞在

時間延長を図っていきます。

また、ウォーターフロントエリアの将来像や取組については、これまでＳＮＳ等を

活用した情報発信を行ってまいりましたが、市民の皆様に十分お伝えできていなかっ

たことは課題であると認識しております。

これを踏まえ、今後は公式ＬＩＮＥや市報をはじめとした様々な媒体を活用し、ウ

ォーターフロントエリアの将来像や取組内容、実証事業の成果等について、市民の皆

様に分かりやすく、興味や関心を高めていただけるよう改めて情報発信の強化に取り

組み、市民の皆様の理解と参画につなげてまいります。


